
平成１６年５月２１日 
 
各      位 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１６年２月２０日の「第３四半期業績の概況」発表時に公表した平成
１６年３月期（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日）の業績予想を下記のとおり修正いたしました
のでお知らせいたします。 
 
 

記 
 
１．平成１６年３月期通期業績予想数値の修正（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日） 
                                    （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
(平成１６年２月２０日発表) １４４，０００ ４００ △２，９５０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １４３，７００ １１０ △４，９７０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △３００ △２９０ △２，０２０ 

増 減 率            （％） △０．２ △７２．５ ― 

（ご参考） 
前期実績 (平成１５年３月期 ) １５９，４２４ △１，５１２ △３，４６５ 

 
２．平成１６年３月期連結業績予想数値の修正（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日） 
                                    （単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
(平成１６年２月２０日発表) １５４，０００ ４００ △２，５６０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １５５，０００ ２７０ △４，６３０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） １，０００ △１３０ △２，０７０ 

増 減 率            （％） ０．６ △３２．５ ― 

（ご参考） 
前期実績 (平成１５年３月期 ) １６７，８７１ △１，６６４ △３，４５２ 

 
 
３．修正の理由 
① 単体業績予想の修正 

経営体質強化を目的とした、不採算店の閉鎖による閉店セールなどにより、荒利率が計画よりも低
下したことに連動して、経常利益が予想を下回る見込みです。 
また、３期連続で税引前当期純損失を計上するやむなきに至ったこともあり、日本公認会計士協会
の指針に照らし、保守的見地から繰延税金資産の１，９３２百万円を取り崩すこととし、当期純利益
も大幅に予想を下回る見込みになりましたので、業績予想を修正いたします。 



 
② 連結業績予想の修正 
   連結財務諸表提出会社の通期業績予想の修正に伴い、連結業績の修正を行うものであります。 
 
今後の政策今後の政策今後の政策今後の政策    

                今期（平成１７年３月期）は、前期に引き続き、売上拡大路線ではなく、利益確保型の経営モデル
の更なる徹底により、経常利益のみならず、営業利益の黒字確保を目指す経営年度と位置付けており
ます。 
また、今期中に不採算店の整理を終了させ、来期（平成１８年３月期）には、営業利益、経常利益

の大幅な増益ならびに、当期純利益の黒字確保を計画しております。 
  
                                            以上 


